








はじめに 

新生児・未熟児医療の発達にもかかわらず、新生児敗血症の致命率は相変わらず高いのが

現状である。その理由として、新生児敗血症の臨床症状は多彩で非特異的であり、検査所

見についても進行のはやい新生児敗血症の早期診断に確定的なものが少ないことが上げら

れている。そこで我々は、敗血症の screeningを目的に、新生児敗血症の臨床症状と検査

所見を retrospective に調べ score 化し、Sepsis score を作成することを試みた。 


